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平成平成平成平成２３２３２３２３年度 徳島県立阿南工業高等学校 学校評価 総括評価表年度 徳島県立阿南工業高等学校 学校評価 総括評価表年度 徳島県立阿南工業高等学校 学校評価 総括評価表年度 徳島県立阿南工業高等学校 学校評価 総括評価表

１ 教育目標

① 一人ひとりの生徒の個性や多様性を理解し，尊重する教育を推進する。

② 自ら学び，自ら考え，主体的に判断・行動できる教育を推進する。

③ 社会的な規範を尊重するとともに，人権に対する鋭い感性を磨き，自然との共生を推進する。

２ 本年度の学校経営目標

① 個性や能力を伸ばし，進路実現が図れる学校づくりを推進する。 ［学校力の向上］

② コミュニケーション能力を身につけ，人を尊重することのできる人づくりを推進する。 ［人間力の向上］

③ 体験的活動をとおして，確かな技術を身につけ実践できるものづくり教育を推進する。 ［実践力の育成］

④ 働くことの意義を学び，主体的に生きる力を身につけるキャリア教育を推進する。 ［キャリア力の育成］

３ 重点目標と計画

自 己 評 価 学校関係者評価

次年度への課題

中期目標 重点目標 目標達成のための計画 評価指標・活動計画 評価指標の達成度・ 評 学校関係者の意見 今後の改善方策

活動計画の実施状況 価

学校力の ① 基礎 学 出張等による授業振り替 年間の授業実施時数を 年間の授業時数確保が８５％程度確保す ◎授業の確保に努 学校行事の精選や実

向上 力 の定 着 えや学校行事等の精選・ １単位につき 35 時間の ることができた。 め，基礎学力の向 施日の検討により授

を図る。 実施方法の工夫により授 85%以上確保すること Ｂ 上が図られている 業時数の確保に努め

業時数の確保に努める。 を目標にする。 と思う。さらにス る。

キルアップしてほ

各教科の「学習指導の記 生徒アンケートにより， 授業評価の日程を 3 月から 12 月に変更 しい。 授業評価の方法を本

録」の作成・中間評価・ 「授業がわかりやすい」 し，授業改善に役立てられるようにした。 年度新しくした。次

最終評価を実施すること と す る 生 徒 の 割 合 を アンケート結果は，1 年 36 ％，2 年 53 ％，3 Ｂ ◎わかりやすい授 年度は周知を徹底し

により，わかりやすい授 45%以上とする。 年 69 ％，全体 49 ％が「授業がわかりや 業の生徒評価も向 て効果的に実施す

業へ改善を促す。 すい」と答えた。 上している。視聴 る。

覚機器等を使った

家庭学習の大切さをくり 生徒アンケートにより，1，2 学期末に学力向上カードを配布。8 授業展開にも取り 本年度同様，家庭学

返し伝え，かつ，学力向 家庭学習をしている生 月の登校日や始業式，終業式等で家庭学 組んでほしい。 習の大切さをくり返

上カードの実践や保護者 徒を 40%以上とする。 習をしっかりするように呼びかけた。ア Ａ し伝え，内発的な学

懇談会などにより家庭学 ンケート結果は，1 年 37 ％，2 年 46 ％，3 ◎家庭学習の奨励 習意欲の向上をはか

習時間の増加を図る。 年 60 ％，全体 45 ％が家庭学習をしてい は厳しいところは る。また，学力向上

ると答えた。 あるが，成果は出 カードの取り組みを

ている工夫努力を 継続して行う。

続けてほしい。

生徒の実態に応じた習熟 生徒アンケートの満足 アンケート結果は，数学 1 年 51 ％，2 年 85 1 年生での満足度が

度別学習を展開する。 度を 65 ％以上とする。 ％，3 年 60 ％，全体 64 ％，英語 1 年 47 ◎習熟度学習の成 低いのは類コース制

％，2 年 64 ％，3 年 77 ％，全体 60 ％が Ｃ 果は向上している により学力差が大き

習熟度学習に満足していた。 と感じる。年ごと く，習熟度別クラス

に評価指標をレベ が 2 クラスでは対応

ルアップしてほし しきれていないため

い。 と思われる。しかし，

60 ％以上の生徒が
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習熟度別学習に満足

しているので次年度

も実施していく。

学力定着の方法の一つと マインドマップノート 役に立つと思う生徒の割合 ◎ＭＭは特色ある 来年度１年生にはオ

して，自ら学び考える力 法が，学力向上に役立 １年 ７７％ Ｂ 取り組みであるが リエンテーションの

の育成のためマインドマ つとする生徒の評価に ２年 ６０％ ２年生の満足度が 時期に集中して実施

ップノート法を習得させ より行う。 ３年 ６２％ 少ない。３年生は する。

る。 進路実現の手段と

し て の 活 用 が あ

教職員の共通理解を図 マインドマップを用い 公開授業という形では実施できなかった る。２年生にも関 ものづくりをテーマ

り，マインドマップ年間 た教材研究，授業を各 が，研究授業やＨＲ等でＭＭが利用され Ｂ 心の持てる課題に にした公開授業を実

学習計画を立案し実施す 教科で１回以上実施す た。各教科において実施した。 すれば満足度も高 施する。

る。 る。 くなるのではない

か。１年生への啓

ホームルール活動，長期 ホームルーム活動 1 回，統一ＨＲという形では実施できなかった 発・普及に努めて ものづくりをテーマ

休業中の宿題に学習意欲 宿題 1 回以上実施する。が，夏休みの宿題や各学年においてイン Ｂ ほしい。 とした統一ＨＲ活動

の向上を促すマインドマ ターンシップや文化祭等をテーマに実施 を実施する。

ップを作成させる。 された。

学習意欲向上のための生 年間２回以上開催する。夢・未来講演会と発表会を実施し，約７ 夢・未来育成事業の

徒講演会を開催する。 割の生徒が役に立つと答えた Ｂ 予算がなくなるので

外部講師を招聘は他

の事業において実施

する。夢・未来発表

会は継続して行う。

② 進路 実 コース選択について，保 コース選択に対し，満 PTA 総会において説明（5 月 15 日）。ま ◎２年生から専門 次年度は小学科とな

現 を支 援 護者・生徒が家庭でもよ 足している生徒を 80% たコース選定保護者説明会を 6 月 26，27 Ｃ コースに分かれる るため説明会は実施

する。 く話しあえるよう，保護 以上にする。 日の 2 回実施した。アンケート結果は 74 現制度では，専門 しない。

者説明会の内容を充実さ ％の 1 年生が満足していると答えた。 分野の学習が遅れ

せる。 ることから専門性

が高くならないの

３年担任，コース長，進 ・生徒の希望する企業 県外２８社，県内数十社に出向き求人計 ではないか。 県内企業の訪問先に

路指導課員が，最新の進 等を訪問し，適切な資 画，入社試験概要などの聞き取り調査に Ｂ 来年度からは１年 ついての検討を年度

路に関する情報を収集 料や情報を収集する。 より，生徒に有意義な資料を提供できた。 生から科になると 当初に入念に行い，

し，生徒に適切な情報の いうことで専門性 適切な企業訪問を実

提供に努める。 を高めてほしい。 施する。

生徒の能力・適性を生か ・進路説明会や進路講 ・受験企業 42 社中 29 社が職場見学が可 ◎卒業生の就職し ・応募前企業見学の

した進路指導と進路選択 演会実施による進路選 能であり，その内およそ 8 割の 23 社の応 ての状況等多くの 時期を企業に協力を

の支援を行う。 択支援。 募前見学に参加した。 情報を生徒に知ら 頂き，早い時期に実

・三者面談・応募前職 ・一次募集の内定率が 87%（71/82)であ せてほしい。卒業 施させたい。

場見学・進路先資料の り，昨年，一昨年に比べ飛躍的に増加し 生の講演等機会を ・今年の不採用の理

公開を通しての進路選 た。 Ａ 多く開催してほし 由のほとんどが学力

択支援 い。 不足であった。今ま
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・採用実績を考慮に入 で以上に基礎学力向

れた進路選択による内 上に有効な手段を考

定率の向上。 えたい

・生徒アンケートによ ・進路説明会への保

る評価を行う。 護者の参加率を向上

させる方法の検討

開かれた ① 積極 的 本校の教育内容や教育活 訪問校を前年度より増 中学校教員説明会を 6 月 13 日に実施した ◎ホームページの 学校案内の印刷数が

学校づく な 広報 活 動について，中学校に対 やす。 （参加校 24 校）。また，7 月～ 11 月に 24 Ｂ 有効活用を進めて 予想より少なく不足

り 動 を推 進 し説明し広報に努める。 校の中学校を訪問し学校説明をした。 ほしい。 した。次年度はより

する。 効果的な案内を作成

し，かつ，さまざま

な機会を捉えて広報

していきたい。

ホームページの内容を充 最低毎月５回以上ホー ３月時点で更新１６５回。月平均約１４ ◎多くの人がホー 各担当者がホームペ

実させるとともに，定期 ムページを更新する。 回更新されている。 Ａ ムページを見てい ージを更新できるよ

的に更新し最新の教育活 ると思う。広報の うサポートする。

動を広報する。 良い手段である。

学力向上関係のトピック 年１回以上ホームペー ホームページに掲載できなかった。 Ｃ 積極的に広報する。

スを広報する。 ジに掲載する。

② 学校 開 中学生とその保護者を対 参加者を前年度より増 昨年度：24 校 112 名 ◎来校者を増やす 企画課と連携しホー

放 を推 進 象とする体験入学の内容 やす。 本年度：23 校 110 名 Ｂ 手立てを考えてい ムページに掲載でき

する。 を充実させる。 （生徒＋保護者） ただきたい。 るよう努力する。

”徳島教育の日”に合わ 参加者を前年度より増 11 月 4 ～ 6 日に学校説明会と施設見学会 ◎小学生バレーボ 阿工祭の時に実施し

せ，中学生とその保護者，やす。 を実施した。本年度は中学生 3 名，保護 Ａ ール教室では，保 ているが本年度は中

近隣住民に対し，公開授 者・地域住民 47 名の参加であった（昨年 護者の評判大変良 学校への広報が遅れ

業，施設開放などを行う。 度はそれぞれ 5 名，37 名）。 い。保護者間で口 た。次年度は早めに

コミで良い評判を 広報し参加中学生数

伝えてもらうよう を増やしたい。

な取り組みをさら

保護者が学校に気軽に来 ＰＴＡ総会，研修会な ＰＴＡ総会を始め，人権問題研修会，家 に続けてほしい。 魅力的な講習会が開

校できるよう，ＰＴＡ活 どへの保護者の参加人 庭教育部主催の講習会などの開催日時を Ｂ 催できるよう，内容

動を活性化させる。 数を昨年度以上に増や 工夫し，できるだけ保護者が参加しやす を吟味する。

す。 い曜日や時間帯に設定することにより，

参加者数の増加を図った。

⑤ 校内 教 各課と連携し校内研修の 昨年度以上の研修を実 校内研修としては，ＭＭコーチング研修， ◎生徒の興味関心 今年度以上の校内研

職 員研 修 充実を図ったり，ＭＭ法 施する 人権研修，コンプライアンス研修などを を引くような授業 修の活性化を図る。

の 充実 を を取り入れた授業力向上 実施した。また，初任者研修や３年次研 Ａ を展開するための

図る。 のための校内研修を実施 修に係る研究授業には多くの職員が授業 教材研究・授業の

する。 参観した。 手法を考えてほし

い。

教員のスキルアップを図 職員研修年３回以上実 夢・未来育成事業の予算でコーチングセ 教職員のスキルアッ
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るため，学力向上に関す 施する。 ミナーを１回実施したのみであった。 Ｃ プのために必要な研

る職員研修を実施する。 修を計画する。

教員のマインドマップ活 公開授業を全クラスで 公開授業という形では実施できなかった ものづくりをテーマ

用能力向上を図るた。 実施する。 が，研究授業やＨＲ等でＭＭが利用され にした公開授業を実

教材研究会を組織し， た。 Ｂ 施する。

教材の研究を年３回以

上実施する。

⑥ 情報 セ 情報セキュリティポリシ 情報セキュリティポリ １学期に学校情報セキュリティポリシー ◎情報セキュリテ 来年度も職朝を積極

キ ュリ テ ーの遵守 シーについて，年１回 実施手順，PC の使用についての研修を行 ィは，工業高校の 的に活用し，職員へ

ィ対策を 以上職員研修を行いセ った。また，職朝でコンピュータセキュ 特性が生かせてお のセキュリティにつ

推進する。 キュリティに対する意 リティについて啓発を行っている。 Ｂ り今後も対策を推 いて啓発を行ってい

識の向上を図る。 進して欲しい。 きたい。

⑦ 事業 の 知的財産権に関する創造 事業の実施により，知 １学年では，工業数理で知的財産標準テ ◎知的財産教育は 知的財産権は，もの

実 施に よ 力・実践力開発事業を実 的財産制度に関する理 キストを使い知財権基礎の学習をした。 これからの時代重 づくりを行う工業高

る活性化 施する 解を深め，知的財産権 ３学年では，各コースの課題研究でアイ 要である。 校生にとっては，欠

を図る。 の取得に向けて必要と デアと工夫に満ちた作品作りを行った。 ◎個々の創造力・ かすことの出来ない

なる活動や体験を通じ また，全学年では夏休みの課題にアイデ Ａ 企画力の向上に努 知識であり，次年度

て，創造力と実践力が アやひらめきを募集し，校内アイデアコ めてほしい。 も計画的かつ継続的

身についたか，ｱﾝｹｰﾄ結 ンクールを実施した。その結果，知的財 に取り組む必要があ

果により 60 ％程度の満 産権の大切さと，ものづくりにおいて創 る。

足度を得る 意工夫する習慣を身につけさせた。

⑧ 部活 動 全員加入を目標とする活 昨年度実績（％）以上 １年生の入部率が大きく改善できた。 ◎部活動の活性化 部活動紹介を積極的

の活性化 気ある部活動を実施する の入部率が向上するよ は，学校全体の活 に行えるように現部

う指導する。 Ａ 性化につながる。 員に指導する。

より多くの生徒が

自主活動の充実と活性化 週２回の校内活動を７ 年度当初は部員３名であったが，自主的 部活動で活躍でき 生徒自身が自主的

をはかる。 ０％程度を目標とする。な入部や勧誘で部員が増え，活動しやす るようお願いした に活動できるよう助

・あこう研究会の活動を い環境が整った。ほぼ毎週，月・木の２ い。 言し，さらに活動が

充実させる。 回活動することができた。 Ｂ 活発になるよう指導

する。

「南部ブロック生徒部 南部ブロックの活動は県外研修を含め６ 昨年同様に交流集会

会」，「中・高生による ／８回。県交流集会には，全員の部員が 等に積極的に参加し

人権交流集会」等に７ 参加した。部員９名 Ｂ ７０％以上の参加を

０％程度参加させる。 目標にする。

人間力の ① 基本 的 規則正しい生活に心掛け １日の学校全体の遅刻 １ヶ月に５回遅刻した生徒には係より遅 ◎阿工生は，礼儀 担任・学年主任・保

向上 生 活習 慣 るよう指導し遅刻をなく 数を７回以内にする。 刻防止の作文を書かせ６回以上遅刻した 正しく挨拶も良く 護者との連携を図り

の 確立 を す。遅刻時の声かけ，月 （平均） 生徒には生徒指導主事より話をしたり作 できている。健康 指導を強化する。

図る。 遅刻６回以上生徒の特別 業をさすなど指導をしたが歯止めになっ 管理等の自己管理 遅刻の多い生徒に対

指導（生徒課長・学年主 て頑張った生徒も見られるが改善されな Ｂ もできている。将 しての生活習慣の改

任・コース長） い生徒も多い。 来への進路にもつ 善など指導方法につ

ながる。何事にも いても検討が必要で
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前向きにチャレン ある。

ジしてほしい。

積極的に明るく元気な挨 すべての生徒が挨拶出 月の初めにパワフル習慣をもうけ挨拶運 今後も継続していき

拶が出来るようにする。 来る。 動を行った。 ◎人間力の向上が たい。

（パワーアップ週間，学 ほとんどの生徒がさわやかに挨拶ができ 必要である。規律

校安全の日） ているが，音楽を聴きながら登校する生 Ｂ 正しい生活，挨拶

徒など気がつかない場合もある。安全面 の徹底に取り組み

からも指導が必要である。 さらなる向上を図

ってほしい。

頭髪・服装を正しくし爽 頭髪服装検査を月１回 １週間以内には改善はされているが，改 服装指導の日のみた

やかに生活する。（全校 を実施し，１週間以内 善が必要な生徒は多い。全体指導におい だすのではなく，常

集会における頭髪服装指 に改善を要する生徒を て，身なりを正すことの大切さを理解さ に清潔感ある服装・

導と継続的な指導） ３０人以内にする。 せる指導を行った。 頭髪ができるよう指

２･３年生になると，担当教員と話し合い Ｂ 導が必要。

人間関係を構築し，努力しようとするよ

うになっている。

遅刻防止に取り組み，時 １学年の年間遅刻回数 遅刻回数は，二学期末時点で 426 回であ ◎遅刻は，社会人 遅刻回数は，２年

間を守る事の大切さを再 を２４０回以内となる った。家庭との連携を密にし，遅刻防止 になれば遅刻は許 生や３年生でも 300
確認し，基本的生活習慣 よう，各クラスで取り に努めた。 されるものではな 回を超えており評価

を身につけさせる。毎月 組む。遅刻の多い生徒 いことを理解させ 指標を変更するか，

の遅刻回数が５回以内と に対しては，学年とし Ｂ る。本人の意識改 学校全体で取り組む

なるよう，家庭との連携 ても個別指導を行う。 革が一番である。 必要がある。

を図りながら学年全体と

して指導する。

② 人権 意 「人権を確かめる日」， 人権感覚を深めるため， "あわ"人権学習ハンドブックを参考に ◎人権教育は，大 "あわ"人権学習ハン

識 の高 揚 「人権学習統一ホームル "あわ "人権学習ハンド しながら資料等の作成を担当者に依頼し， 切であるので，学 ドブックの活用につ

を図る。 ーム活動」の充実を図る。ブックを７回程度活用 人権学習統一ホームルーム活動は５回す 校教育のあらゆる いてはこれまで通り

する。 べてに活用できた。 Ｂ 分野で取り組んで に行う。人権を確か

ほしい。一人ひと める日についても活

りが尊重される社 用できるようにす

会実現，学校教育 る。

を推進してほし ７回以上の活用を目

い。 標とする。

学校の教育活動全体をと 生徒の人権学習アンケ 人権学習評価アンケート結果，評価は７ Ｂ 生徒の人権学習アン

おして，人権尊重の精神 ート等の評価を６５％ ０％であった。 ケート等の評価を７

を訴える。 程度にする。 ０％程度にする。

公正な採用選考のあり方 校内で行う管理職面接 本年度は差別選考に抵触する事項がなか 校内で行う管理職面

について理解させる。 で，「就職差別につな ったが，各ホームルーム・各コースで面 接で，「就職差別に

がるとされる１４項目」接指導時に，細かな指導を行った。 つながるとされる１

に抵触する質問を受け Ｂ ４項目」に抵触する

たとき，答えることが 質問を受けたとき，

８０％以上になるよう ９０％以上の生徒が

指導する。 答える指導を行う。
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校内人権教育教職員研修 ホームルーム活動打合 教職員研修会３回，ホームルーム活動 ホームルーム活動打

の充実をはかる。 会・教職員研修会に８ 打合会５回，実施した。校務による欠席 合会・教職員研修会

０％以上参加する。 以外，それぞれ８割以上の参加率があっ Ｂ に８０％以上参加す

た。 る。

学校行事として講演会の 人権問題に関する生徒 障がい者に対する差別について映画鑑賞， 人権問題に関する

「今日もよか天気たい」を上映。 講演会等が２回程度

内容を充実させる。 講演会を実施する。 理解しやすい内容で，生徒の感想にも自 実施できるように計

分の問題として考える事ができたという Ｂ 画する。

意見が多く見られた。

③ 環境 教 校内美化を徹底する。 毎日の清掃の徹底 出席率は９６．３％であった。（回収率 ◎環境整備は大切 清掃出席簿を作成す

育 を推 進 ７０．９％） である。 る必要がある。

する。 （清掃出席簿を作成す ◎省エネルギー・ さぼる生徒への対応

る。） エコ活動への取り をどうするか。

月に１回の大掃除 組みをさらに推進 ＷＡＸがけの日程を

Ｂ してほしい。 検討して年２回の実

教室のワックスがけを ほとんどのクラスが 1 回で 2 回のＷＡＸ 施はしたい。

年間２回以上とする。 がけができたのは，４クラス２９％だっ ７月と２月がよい。

た。

年に２回の全校除草（技

師との連携）専門棟は

各コースで実施する。

循環型社会形成の推進 教室等のゴミ資源を６ ペットボトルは９９％の分別率であった。 ◎工業高校として 分別率１００％への

１）資源ゴミの分別を徹 分類するための，資源 可燃ゴミの分別率は９５％であった。 の特色ある取り組 課題を分析する。

底する 箱の設置 みを推進してほし

２）雑誌資源をリサイク 学期に一度ゴミ袋内の 毎月調査した。 い。 放置するとすぐ不

ルに出す 分類程度を確認する。 デジカメで写真をとる。 燃や粗大が山のよう

ゴミ資源校内集積場の 不燃や粗大がやや増加気味 になるので定期的な

整備 検査が必要だ。

月に一度のゴミ資源の 毎月調査したが，雑誌がごみ集積場に出 年に１回は古紙回収

集積状況調査 たことはなっかた。 を要する。

雑誌資源の集積場所の １２月に古紙回収を業者に収集を依頼し，

確保 実施すみ。 Ａ

年に１回の雑誌の古紙

業者への収集依頼

３）省エネルギーへの取 電気使用量が前年比で 前年に比べて，電気は２．４％減少した。 どこまで電気や水道

り組み 減少させる。 の使用量を減らせる

水道使用量を前年比で 水道は２２．６％減少 か

減少させる。 ４年間連続で減少しておりその成果は自 適正使用量を検討す

画自賛だがすばらしい。 る必要がある。

環境問題講演会の実施 ３年サイクルで環境問 実施できなかったが，防災講演会が実施 講演等の開催によ 環境と防災の両方の

題の重点課題が理解さ できた。 り知識力の増進に 講演会を各１回実施

れるよう講演内容を検 努め，自身のスキ する必要がある。
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討する。 Ｃ ルアップにつなげ

てほしい。地域と

環境問題標語・ポスター 夏期休業中の課題とす クラスにより集まりが悪いのと良いのと Ｃ タイアップした取 宿題の出し方を検討

の募集 る。 の差が大きすぎた。 り組みを進める必 する。

要上がる。

5R 運動を取り入れ，環 生徒と教員による評価 廃材の分別は概ね出来たが，修理により ものづくり旋盤部門

境に対する生徒の意識を の平均が達成度 3.5 以 使用可能な機械や工具類は沢山あり，現 の練習で出た作品の

高める。recycle，repair， 上にする 状のままであった。 Ｂ 再利用を考える。

reuse，reduse，refuse

④ 安全 教 火災時の初期消火と避 いつでも，どこでも安 登校者全員の集合を確認できた。 ◎災害時の危機管 緊急避難訓練を実施

育 を推 進 難，人員確認 全に避難し，人員が確 理は大変重要であ していく。

する。 認できるよう体制を整 Ａ るあらゆる場面を

備する 想定して地域と連

携した防災活動に

②地震時の避難と人員確 避難訓練をより実践に 担当者との連携不十分で実施できなかっ 取り組んでほし 一斉送信による生徒

認 即した方法に改善する た。 い。 職員への情報伝達に

電話等連絡網が寸断さ プライバシーとの関係でメール網の確立 は必要である

れたときのための携帯 ができなかった。 Ｃ

メール網の確立

◎自転車事故は加

交通事故０をめざす。 原付の実技指導，講演 自転車点検，街頭指導を定期的に行った。 害者になることも ゆとりを持って登校

会，自転車点検等を行 昨年より自転車事故は減少した。 起こりうる。ルー するよう指導が必要

う。 原付免許取得者を対象に実技講習会を阿 Ｂ ルをきちんと教え である。

南自動車学校で行った。 る必要がある。

⑤ 健康 教 円滑な教育活動を実施す 保健室相談を毎日開室 教育相談室は毎日開室し，“教育相談だ ◎心のケアをしっ 生徒に「ストレスチ

育 を推 進 るために教育相談の広報 する。”教育相談だよ より”も学期ごとに１回発行した。 かりと行って欲し ェック表」を配布し，

する。 活動を行う。 り”を年３回発行する。 Ｂ い。 ストレスマネジメン

トを行う。

自らの健康管理ができる 繰り返し保健室を利用 節度ある保健室の利用を試み，概ね達成 引き続き行ってい

ように，継続的な保健指 する生徒の数の減少を できている。 く。

導を行う。 図る。 Ｂ

食に関する知識と食を選 食育に関する講演会を 生徒を対象とした講演会を７月に実施し ◎朝食づくりは良 食育コーナー（ボー

択する力を習得させる。 実施する。 た。 い試みである。次 ド）の掲示物を充実

Ｂ 年度も続けてほし させ，生徒へのアピ

い。 ールを行う。

⑥読書活 図書館便りを定期的に発 毎月図書館便りを発行 年３回発行した。 ◎読書離れが叫ば もう少し発行回数を

動 を推 進 行し，生徒に新着図書を する。 委員会の活動がほとんどなかった。 れているが，知識 増やしたい。

する。 知らせる。 技術を身につける

生徒からリクエストのあ 図書委員会でアンケー ためにも読書は必 年間活動計画の実行

った図書の購入を積極的 トをとる。 Ｂ 要である。 を委員に徹底させ

にすすめる。 る。
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蔵書の充実と整備を進め 新着図書等のディスプ 多くの寄贈図書や新着図書があり，生徒 図書委員にも参加を

る。 レイを工夫し，興味・ のリクエストにも応えることができた。 促し，生徒の意見を

関心を引くような書籍 Ａ 多く取り入れるよう

情報の発信を行う。 にしたい。

⑦ 特別 支 特別支援教育についての 特別支援教育について ４月に校内職員研修会を１回実施し，７ ◎一人ひとりのニ ユニバーサルな教育

援教育を 研修を充実させ，効果的 の校内職員研修会を実 月・12 月にも相談員の方に来校していた ーズに応えること を実践できるような

推進する な支援をめざす。 施する。 だいた。 Ｂ のできる教育を推 職員研修を，２回以

進してほしい。 上は実施する。

⑧ 特別 活 競技力の向上を目ざす。 前年度を上回る成績や，活発に活動している部活動は継続してお ◎部活動への取り 実績だけにとらわれ

動 の活 性 活動実績を上げる。 り，他の部活動も刺激を受け活発に活動 組みをさらに活性 ず生徒の活発な活動

化を図る できた。 Ｂ 化してほしい。 を促していきたい。

生徒が自主的に活動でき 生徒会主催行事を年５ 例年の活動に加え，新しく３学期の球技 ◎活躍している音 生徒会主体の行事運

る生徒会の育成 回以上実施する 大会を生徒会主体で運営できた。 楽部（三味線）へ 営ができるように指

Ａ の新入部員の勧誘 導していきたい。

に力を入れ存続を

体育祭，文化祭の充実 文化祭での来校者数が 創立５０周年記念行事もあり多くの入場 願う。文化部は指 本校の活動を周知し

昨年（３００人）を上 者が来校していただいた。体育祭でも地 導者が必要である ていただけるように

回るよう実施する。 域との交流ができた Ｂ ので確保できるよ 事前の広報活動を積

体育祭で近隣の保育所， うにしていただき 極的に行っていく。

幼稚園等と交流を行う。 たい。

⑨ ボラ ン ボランティア活動を通し 校外でのボランティア 例年と同じ活動であったが今年度で１０ 定期的にボランティ

テ ィア 活 地域や世代を超 を年３回以上 年続けることができた。 ア活動ができる環境

動 を推 進 Ｂ づくりを行う。

する。 えた交流を行う。 行う

実践力の ① もの づ 地域における技術技能に 生徒アンケートによる アルミ溶接作業の講習会，デジタルコン ◎溶接のコンテス 来年度も引き続く実

育成 く りの 技 卓越した外部講師による 評価を行う。 テンツによる阿南観光マップの制作を行 トはできないの 施する。

術 ・技 能 技術講演会や技術講習会 った。 Ａ か。 溶接コンテストは来

の 向上 を を開催する。 ◎いろいろと取り 年度愛媛建で四国大

図る。 組んでいることを 会が開催される。

もっとＰＲすべき

新技術に対応できる教員 学校外の研修に積極的 夏期研修へコースから３名参加した。 Ａ である。 次年度も積極的に参

の資質向上を図る。 に参加する。 加する。

夢や未来に希望がもてる 夢未来，学力向上に関 新しく，水生ワックスビーカーワークの ◎ものづくり技術 生徒の能力に合わせ

ような内容を考える。 連したテーマの導入す 実習を企画したが実施せず。 が生かせる取り組 て

る。 みは生徒の自信に 来年度も実習内容を

ペーパープレーン実習を実施した。 Ｂ つながるものであ 考えたい。

る。

② もの づ 旋盤作業，電気工事作業，県におけるコンテスト 旋盤作業においては，２名参加して，１ ◎連続しての優秀 次年度も優勝をめざ

くり技術 測量競技など高校生もの で上位の成績を収める。 賞は素晴らしい。 す。

づくりコンテストに出場 名優勝した。四国大会では３位であった。 Ａ
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を生かす。する。

ものづくり技術や工業技 各種競技会で上位の成 電気工事競技部門では３位。 ◎さらなる活躍を 生徒は熱心に取り組

術を生かしたロボット競 績を収める。 マイコンカーラリーは，今年は完走でき 期待したい。 んだが残念な結果に

技会など各種競技会に出 たが入賞はできなかった。 Ｂ 終わった。次年度は

場する。 結果が出せるよう人

選，指導を行いたい。

③ 地域 貢 ものづくり技術を生かし 出前授業は５校以上の 小学校において，ロケット教室を開催し ◎ロケット教室は 来年度は，積極的に

献 を推 進 近隣の小学校等で出前授 実施を目指す。新しい た。今年度は１校だけとなった。 好評であった。見 取組む。

する。 業を実施する。 学校との連携に取組む。 Ｃ 学をしたかった。

ものづくりの楽しさと学 参加した小学生親子の 地域連携は出来なかった。 ◎地域貢献は大変 積極的に実施するよ

校理解を図るため「もの アンケートによる評価 に良い取り組みで

づくり親子教室」等を開 Ｃ ある。マスコミを うにする。

催する。 を行う。 使ってもっとＰＲ

やアピールをすべ

地域や小中高等のニーズ 該当者への満足度など 城西高校，阿南支援学校の依頼を受けて， きである。 工夫改善を重ね，新

把握を踏まえたものづく のアンケート調査によ 防球ネット，雑巾かけを製作し，寄贈し しいものづくりにチ

りを通して地域貢献，学 た。 Ｂ ャレンジする。

校間連携を図る取組を実 る評価を行う。

施する。

④ 安全 作 各コースの実習等におい 実習前の健康や作業服 実習服はほぼ 100 ％着用できていたが， ◎安全教育の徹底 旋盤や溶接では帽子

業教育を て，事故やけがが起こら 等の確認，注意指導を 服装の確認や作業手順・ルールを徹底し を図ってほしい。 の着用は徹底させ

推進する。ない指導に努める。 徹底する。 ており，事故やけがはなかった。 Ｂ る。

実習場の機械や装置を整 安全を確保するため実 実習場の機械や装置を整備し常に安全に 各コースの実習等に

備し常に安全に作業でき 習機械の点検や整備を おいて，事故やけが

行い，不備な箇所の安 作業できるように努めた。 Ｂ が起こらない指導に

るように努める。 全対策を講じる。 努める。

キャリア ① 阿工 版 ２学年全員参加の短期イ 成果発表会を実施する 84 ％の生徒が希望の行き先であった。 ◎授業で習ったこ 安全を確保するため

力の育成 デ ュア ル ンターンシップを実施 とともに受け入れ先企 とが生かせる事業 実習機械の点検や整

シ ステ ム し，生徒の進路希望や学 業や参加生徒のアンケ Ａ 所でインターンシ 備を行い，不備な箇

の 充実 を 習内容に応じた企業先で ート等により評価を行 ップを実施するな 所については安全対

図る。 体験できるようにする。 う。 どして成果が上が 策を講じる。

っていると感じ

３学年希望者が参加する 受け入れ先企業や参加 事前指導，事後指導をを十分に行った。 る。 進路意識を高めるた

長期インターンシップを 生徒のアンケート等に め事前，事後指導を

実施し，しっかりとした より評価を行う。 Ｂ 学年をとおして行い

たい。

職業意識を育てる。

② 望ま し 企業見学や現場見学を通 生徒アンケートによる 職業観・勤労観の育成につながった。 ◎実体験すること 来年度も引き続き実

い 職業 観 して職場の状況や働くこ はすばらしいこと 施する。

勤 労観 の との大切さを理解させ 評価を行う。 Ｂ である勤労観等の
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育 成を 図 る。 育成につながる。

る。 ◎より多くの卒業

卒業生や企業経験豊かな 生徒アンケートによる 企業による講演，卒業生による講演を実 生に学校にきても 実社会で活躍する人

社会人講師の活用によ 評価を行う。 施し，職業意識の向上につながった。 らって仕事の状況 の講演等積極的に行

り，働くことへの意欲の Ｂ 等話をする機会を う。

向上や職業に対する意識 多く持ってほし

の高揚を図る。 い。

③起業家 模擬株式会社「鉄男」を ビジネスプランどおり プラン通りに実施でき，１０年連続の車 ◎キャリア教育に 来年度も引き続き実

精神を育 設立し生産から管理・販 に経営できかつ車椅子 椅子寄贈にも貢献することができた。 は欠かせない取り 施する。

売までの一貫した起業家 ボランティアができた Ｂ 組みである。

か生徒による評価の達

成する。 教育を展開する。 成度が 3.5 程度とする

④ 資格 取 工業の基礎技能である計 合格率をあげる。 計算技術検定においては，８割の合格率 ◎多くの生徒が資 合格率の向上をめざ

得 を推 進 算技術検定，情報技術検 であったが，情報技術検定については３ 格に挑戦するよう す。

する。 定３級について，一斉指 割程度であった。 Ｂ にして欲しい。合

導，個別指導，補習を実 格率のさらなるア

施し合格をめざす。 ップを期待する。

工業に関する専門の資格 昨年度以上の合格者数，第二，一種電気工事士試験，電験３種， ◎第２種電気工事 合格者

や検定の取得を推進する 合格率を目指す。 工事担任者の補習の参加率は 82% のクラス全員の合 第二種電気工事士

とともに，補習を計画的 格は素晴らしい。 30 名

他の生徒に対して 第一種電気工事士 4
に実施し合格をめざす。 Ｂ やればできるとい 名

う自信につなが 電験三種 0 名

る。 工事担任者 8 名

資格・検定の取得に向け ＭＭ教材，ＣＡＩ教材 資格試験の受験時間を間違えて未受験と ◎資格は取得して 危険物に関しては，

た教材づくりを行う。 など自学自習ができる なる生徒が発生した。 いて損はない。前 乙４合格者はその後

教材を教科・コースで 資格取得に向けて補習など様々な取組を 向きにチャレンジ も他の類の受験にチ

作成する。 行う以前の問題である。 Ｂ させてほしい。 ャレンジし，合格率

受験者数も合格者数も減少の傾向にある。 も高い。乙４の合格

者を増やす。

阿 南 寮 ①基本的 寮の生活時間を守らせ， 出席状況を昨年度と比 舎監による，朝・晩の点呼，登校前の細 ◎遅刻が少なくな 男子寮生のほとんど

の運営 生活習慣 遅刻，欠席の防止を図 較し良好にする。遅刻 やかな指導により男女共に遅刻率を 5% る取り組みが定着 が運動部で日々の帰

の確立を る。名札掛の運用によ 5%以内にする。 以内に留めることができた。 しつつあると感じ 寮時間が遅い為，自

図る。 り生活状況を把握する る，さらに指導を 己の生活管理に苦労

とともに寮生自身に自 Ｂ お願いしたい。 している。これらの

己の生活管理をさせる。 寮生に，如何にして

自己管理をさせるか

が次年度への課題で

ある。

② 自主 学 進路実現に向けた自主学 月に１回各校の行事予 月１回生徒の所属校を訪問し，学校行事 ◎保護者の元を離 女子寮生においては

習 の習 慣 習習慣の確立を図るた 定を掲載した「生活学 や部活動の計画等を把握し，月毎に各校 れての寮生活生徒 自主学習の習慣はだ
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を定着さ め，自習室を活用させる 習記録表」を作成し， の行事予定を掲載した「生活・学習記録 は大変であると思 いぶ定着してきた。

せる。 とともに所属校との連携 各自に記録させ学習管 表」を配布し自己管理をさせた。学期毎 うが，さらにその 男子寮生の中には学

を図り，成績不振者の把 理をさせる。各校とは に出欠・成績状況を把握し「寮訪問」に 生徒を１日中指導 習への動機付けが低

学期に１回成績状況を よる担任からの情報交換を活かし寮生の Ｂ する先生方苦労が く，日々の部活動だ

握や個人面談を行なう。 把握するための訪問を 指導を行った。 多いと感じるが， けで終わってしまう

行う。 生徒のためのさら 寮生もいる。これら

なる取り組みをお の寮生への学習の動

願いしたい。 機付けの方策が課題

である。

③ 美し い 定期的に清掃を実施する 各舎室の清掃状況を週 全舎室の絨毯の張り替え・食器のレンジ 以前に比べると飛躍

寮の環境 とともに，ゴミを阿南市 に１回点検する。舎室 対応への買い換え，安全対策として寮の 的に寮の清掃環境は

をつくる。の分類に沿って分別す 以外の寮内清掃を週 2 正門前の交差点にカ－ブミラ－の設置す 良くなったが，一部

る。 回(月・木)に行い，大 る等，寮の環境整備に努めた結果，定期 Ｂ の男子寮生による庭

掃除を学期に１回実施 的な清掃等に対して寮生の積極的な参加 へのゴミのポイ捨て

する。ゴミの分別を点 をなくす。

検する。 が見られるようになった。


